
旧長崎英国領事館保存修理工事

工事概要
（1）建物概要

本 館 煉瓦造2階建て 桟瓦一部銅板葺
建築面積 465.2㎡

附 属 屋 煉瓦造平屋建て 桟瓦一部鉄板葺
建築面積 111.1㎡

職員住宅 煉瓦造・木造2階建て 桟瓦一部鉄板葺
建築面積 218.8

（2）事業内容

ア 保存修理工事

【1期工事】総事業費 1,500,000,000円

① 工 期

平成27年９月24日から平成30年12月28日

② 工事内容

地盤改良・解体格納工事ほか

【2期工事】現時点における総事業費 2,512,500,000円

① 工 期

平成31年３月15日から令和７年６月30日

② 工事内容

免震ピット、免震装置設置工事、耐震補強工事、
仕上復旧工事ほか

イ 活用防災施設整備

【展示等整備】予算額 令和6年度 15,000,000円

令和7年度 282,000,000円

① 工 期（予定）

令和６年度から令和７年度

② 事業内容
令和６年度 展示の実施設計業務
令和７年度 展示等整備

【活用防災設備整備】活用予算額 376,684,000円
防災予算額 90,216,000円

① 工 期（予定）

令和6年度契約時から令和7年3月31日

② 事業内容

（活用） EV・通路屋根設置、屋外便所新築、
内部便所改修、収蔵庫改修等の整備ほか

（防災） 防火水槽、屋内・屋外消火設備、
監視カメラ、炎検知器等の整備ほか

（3）令和６年度事業費

明治41年の建設以来、大規模な修理等がなされておらず、地盤沈下や建物の傾斜、外壁の劣化等が進行
しているため、全体にわたる本格的な保存修理及び耐震補強工事を実施するとともに、公開活用に必要
な防災施設や活用施設等の整備を行う。

【事業概要】

事 業 事業費
財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 一般財源

保存修理工事 362,000 181,000 9,100 171,900 －

防災活用整備 481,900 87,108 14,843 341,900 38,049

（単位：千円）

工事図面

番号 建物名称 階数 構造 建築面積 延べ面積

① 本館 2 煉瓦造 465.20㎡ 868.00㎡

② 附属屋 1 煉瓦造 111.10㎡ 111.10㎡

③ 職員住宅 2
煉瓦造
木造

218.80㎡ 437.60㎡

④ 旧門番所 1 木造 5.70㎡ 5.70㎡

⑤ 職員住宅便所 1 煉瓦造 8.70㎡ 8.70㎡

番号 建物名称 階数 構造 建築面積 延べ面積

⑥
屋外便所・
ポンプ室

（新築予定）
1 鉄骨造 25.68㎡ 25.68㎡

⑦
EV

（増築予定）
2 鉄骨造 8.74㎡ 17.48㎡

⑧
通路屋根

（増築予定）
1 鉄骨造 6.65㎡ 0.00㎡

⑨
貯水槽

（増設予定）
－ － － －



スケジュール

保存修理工事（継続費） 防災活用施設整備

沿革

明治41年 旧長崎英国領事館現在地に竣工
昭和17年頃 英国領事館閉鎖
昭和30年 長崎市買収
昭和32年 長崎市立児童科学館設置
平成元年３月31日 長崎県有形文化財指定
平成２年３月19日 国重要文化財に指定(県指定解除)
平成元年度～平成２年度 職員住宅保存修理工事実施
平成３年度～平成４年度 美術館として活用するため保存整備工事実施
平成５年４月 長崎市野口彌太郎記念美術館として開館
平成19年３月 長崎市野口彌太郎記念美術館を移転し閉館
平成23～平成24年度 保存修理事業(建造物の破損調査及び構造補強方針策定)
平成26～平成30年度 保存修理第１期工事実施
平成31年３月 保存修理第２期工事に着手
令和元年９月 保存活用計画策定に着手
令和３年３月 保存活用計画策定
令和４年３月 防災・活用工事に伴う実施設計
令和６年３月 展示等整備に伴う基本設計


